
この看板は緊急時、非常用ストレッチャーとして使用する事ができます。

CAUT
ION

ご使用の前に、この説明書を必ずお読み頂き、正しくご使用下さい。
はじめに、この度はTOKISEI商品“サポートサイン”のご購入ありがとうございます。
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・ パネル部分は雨など濡れても大丈夫ですが防水性能はありません。

・ 緊急時に一旦取り外したパネル部分は破損が無ければ再度取り付け可能です。背面の金具等を
  チェックし何度もご利用下さい。
【重要】人を乗せるシート部分（ターポリン）は耐久年数があります （交換は販売元にお問合わせ下さい）

・ あくまでも緊急時に救急車が入れる場所まで対象者を運ぶためのストレッチャーです。
  使用案内のボードをごらん頂き正しくご利用下さい。
・ 看板としてご利用頂く場合は、設置場所があきらかに水平でない、又は強風を受ける等転倒の
  恐れがある場合はご使用にならないで下さい。

!
注意

可変式サインスタンド 非常搬送用担ストレッチャースタンド看板 
特許第 6039125 号

ー サポートサイン ニューストレッチャータイプ（SPS－NTANKA－WB）取扱説明書 ーー サポートサイン ニューストレッチャータイプ（SPS－NTANKA－WB）取扱説明書 ー

セット内容セット内容 はじめに、梱包内容が揃っているかをご確認下さい。はじめに、梱包内容が揃っているかをご確認下さい。

※本体を裏向きに広げ
   各パイプを取り付けていきます。
   （シートの接着面が裏側です。）
   パイプの向きがずれている場合は
   図のように斜めのパイプが内側に
   なるように回して下さい。

※本体を裏向きに広げ
   各パイプを取り付けていきます。
   （シートの接着面が裏側です。）
   パイプの向きがずれている場合は
   図のように斜めのパイプが内側に
   なるように回して下さい。

シート接着面シート接着面

緊急時に非常用ストレッチャーとして
活用して頂く事ができます。
緊急時に非常用ストレッチャーとして
活用して頂く事ができます。

本体パーツ
１セット

本体パーツ
１セット

パンフレットケース
A4サイズ用

パンフレットケース
A4サイズ用

六角レンチ
１本

六角レンチ
１本

ボルト ８本ボルト ８本

横パイプ
パイプ小 １本
パイプ大 ３本

横パイプ
パイプ小 １本
パイプ大 ３本
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取扱説明書
１枚

取扱説明書
１枚

※ 手順にそって組立を行っていきます。
    組立の際には付属の六角レンチでボルトが動かなく
    なるまで締め込んで下さい。

※ 本商品は屋外対応ですが、防水機能はございません。

※ また、本製品は防災機器としての機能を損なわない様
    定期的にビスの緩みやフレームの歪みなどご確認頂く
    事をお願いいたします。

※ 手順にそって組立を行っていきます。
    組立の際には付属の六角レンチでボルトが動かなく
    なるまで締め込んで下さい。

※ 本商品は屋外対応ですが、防水機能はございません。

※ また、本製品は防災機器としての機能を損なわない様
    定期的にビスの緩みやフレームの歪みなどご確認頂く
    事をお願いいたします。

パネル（面板付）
使用方法案内板

１枚

パネル（面板付）
使用方法案内板

１枚

サポートサイン
非常搬送用担架タイプ

この看板はパネルを外すと担架になります。
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④左右脚部の
ボルトを外す

⑥左右脚部を
ボルトで固定（④で外した黒いボルト）

⑤左右の車輪を
起こす（地面にまっすぐ立てる）

大きな樹脂の
黒い頭

③外す
remove the panel

①
少し持ち上げる
raise the panel a little

②上にずらす
push the panel forward

成人１名を
乗せる事ができます。
It can carry an adult.

remove the bolt of the right and left leg
(The bolt with the black head)

set up the right and left wheel
(unfold the wheels to the ground)

tighten the right and left leg bolts
(the black bolt removed in ④)

A1

ストレッチャーとしてのご利用方法ストレッチャーとしてのご利用方法

・ あきらかに医師や救急隊員の判断が必要と思われる対象者には
  安静を守りむやみに移動させないで下さい。
・ 人の他に救援物資（水タンク等）を運ぶ際には、ターポリン素材の
  性質状、伸びる点等に考慮し積み方を注意して下さい

・ あきらかに医師や救急隊員の判断が必要と思われる対象者には
  安静を守りむやみに移動させないで下さい。
・ 人の他に救援物資（水タンク等）を運ぶ際には、ターポリン素材の
  性質状、伸びる点等に考慮し積み方を注意して下さい

組立方法組立方法 【ご注意】フレームを組立る際にパイプの向きにご注意下さい。（右図参照）
            組立の際はボルトを付属の六角レンチで動かなくなるまで締め込んで下さい。
【ご注意】フレームを組立る際にパイプの向きにご注意下さい。（右図参照）
            組立の際はボルトを付属の六角レンチで動かなくなるまで締め込んで下さい。

①①パイプ大とパイプ小を取り付け、ボルトで固定します。パイプ大とパイプ小を取り付け、ボルトで固定します。 ②②パイプ大を取り付け､ボルトで固定します。パイプ大を取り付け､ボルトで固定します。

③③パイプ大を取り付け､ボルトで固定します。パイプ大を取り付け､ボルトで固定します。 ④④スタンドを表向きに立てれば完成です。スタンドを表向きに立てれば完成です。

図：パイプには三辺に溝があり１辺だけ溝がありません。
   取り付けの際に向きをご確認下さい。
図：パイプには三辺に溝があり１辺だけ溝がありません。
   取り付けの際に向きをご確認下さい。

※向きに注意※向きに注意

※向きに注意※向きに注意
パイプ小パイプ小

※向きに注意※向きに注意
パイプ大パイプ大

※向きに注意※向きに注意
パイプ大パイプ大

パイプ大パイプ大

パネルから面板（ホワイトボード）を
取り外す場合は次の手順で行います。
パネルから面板（ホワイトボード）を
取り外す場合は次の手順で行います。

１）パネルフレーム上部の樹脂コーナーを止めている左右のビスを緩め
    取り外します。ビスを外したらフレームの上辺を上へ引き抜いて下さい。
     （ビスが固い場合はコインなどをご利用下さい。）

１）パネルフレーム上部の樹脂コーナーを止めている左右のビスを緩め
    取り外します。ビスを外したらフレームの上辺を上へ引き抜いて下さい。
     （ビスが固い場合はコインなどをご利用下さい。）

面板の交換方法面板の交換方法 パネルの上部はホワイトボード看板としてご利用頂けます。水性マーカーでの書き消し、
マグネットの利用が可能です。

脚部を開く際の指づめ注意

脚部を開く際は、必ずキャスター
部のパイプを持って開閉して
ください。ギア付近を持つと手や
指を挟む可能性があり危険です。

脚部を開く際は、必ずキャスター
部のパイプを持って開閉して
ください。ギア付近を持つと手や
指を挟む可能性があり危険です。

注意注意

良い例 悪い例
〇 ×

約100kgまで
搬送できます

①

②

④ 脚部が本体と直角になるようにして
　 ギアをロックし、「②」で外したピンを差す

③ 脚部を開きながら
　 静かに倒します。

② 上側２本の安全ピンを抜き、
　 2箇所のギアのロックを外す。

① パネルを手前に持ち上げ、
　 上にスライドさせるようにして
　 取り外します。

①

②

ストレッチャーへの
変形方法

ストレッチャーへの
変形方法

ストレッチャーに変形させる方法は、
QRコードより動画でご覧頂けます。 

（YouTubeが開きます）
キャスターのストッパーを
解除します

２） ネジを外した状態で フレームの上辺を引きあげ
    取り外します。
 

２） ネジを外した状態で フレームの上辺を引きあげ
    取り外します。
 
３） フレームの溝に沿ってホワイトボードをゆっくり
     持ち上げて下さい。
（ その際にホワイトボードの切り口にご注意下さい ）

３） フレームの溝に沿ってホワイトボードをゆっくり
     持ち上げて下さい。
（ その際にホワイトボードの切り口にご注意下さい ）

オプションのアクリル板A1サイズを
プラスするとポスター展示ができます。
オプションのアクリル板A1サイズを
プラスするとポスター展示ができます。

※ ビスはしっかり締め、固定して下さい。※ ビスはしっかり締め、固定して下さい。

おすすめおすすめ

マーカーボードの取り扱いマーカーボードの取り扱い

ボードへ書き込む際は、必ず水性マーカーをご使
用下さい。擦れて文字が消えてしまう防止対策に
別売りのアクリル板をセットする事もできます。

面板のマーカーボードは
マグネットを使用する事ができます。

● お手入れ方法
かるく水拭きしその後、乾拭きして下さい。

・ いたずらで利用させない工夫を設置側のお客様で行って下さい。
 （利用時「声掛け必要！」の注意の貼り出しなど）
・ 皆様の助け合い思いやりの心で善意でご利用頂ける事を心より
  お願い申し上げます。

設置の際にご使用についてのお願い


